
関
場
不
二
彦
は
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
会
津
若
松
で
生
ま
れ
、
明

治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
帝
国
大
学
医
科
大
学
を
卒
業
、
医
科
大
学

第
一
医
院
の
助
手
と
し
て
ス
ク
リ
パ
の
も
と
で
外
科
を
研
鑛
、
同
二

十
五
年
九
月
公
立
札
幌
病
院
長
に
就
任
、
翌
二
十
六
年
札
幌
で
開
業

し
た
。
業
績
と
し
て
外
科
学
で
は
第
六
回
日
本
外
科
学
会
総
会
で
の

宿
題
報
告
、
日
本
外
科
全
書
の
分
担
執
筆
な
ど
あ
り
、
ま
た
医
史
学

で
は
『
ア
イ
ヌ
医
事
談
』
『
西
医
学
東
漸
史
話
』
な
ど
多
く
の
著
書
、

論
文
を
発
表
し
た
。
さ
ら
に
札
幌
市
医
師
会
と
北
海
道
医
師
会
の
初

代
会
長
と
し
て
も
北
海
道
の
医
事
に
貢
献
し
た
。
昭
和
十
四
年
（
一

九
三
九
）
逝
去
。
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
生
誕
百
年
記
念
の
一

つ
と
し
て
『
関
場
理
堂
選
集
』
が
出
版
さ
れ
た
。
し
か
し
今
な
お
不

明
な
こ
と
が
多
々
あ
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

13

○
Ｄ
吉
田
信
ぁ
島
田
保
久
ぁ
津
田
晴
美
・
の
松
木
明
知

関
場
不
二
彦
の
事
蹟
向

ｌ
開
業
初
期
の
病
院
経
営
Ｉ

最
近
、
関
場
自
身
の
手
に
な
る
「
病
院
経
営
二
関
ス
ル
書
類
」
と

題
す
る
文
書
を
発
見
し
た
。
そ
の
中
に
は
「
病
院
沿
革
」
な
ど
従
来

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
事
実
を
物
語
る
貴
重
な
史
料
が
入
っ
て
お

り
、
そ
れ
を
紹
介
す
る
と
共
に
二
、
三
の
考
察
を
加
え
た
い
。

こ
れ
ら
の
文
書
は
縦
三
十
二
糎
、
横
二
十
三
・
五
糎
の
和
紙
の
袋

に
入
っ
て
お
り
、
中
央
に
自
署
し
た
題
簑
が
は
っ
て
あ
る
。
そ
の
中

の
書
類
の
一
つ
が
「
病
院
沿
革
」
で
、
十
六
丁
の
和
紙
に
明
治
二
十

六
年
十
月
十
五
日
か
ら
同
三
十
三
年
十
二
月
ま
で
の
病
院
に
関
す
る

記
録
が
書
い
て
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

明
治
二
十
六
年
十
月
十
五
日
南
三
条
西
六
丁
目
十
一
番
地
の
自
宅

で
開
業
、
豊
平
村
に
出
診
所
を
設
け
た
。
医
員
は
阿
部
元
寿
、
外
来

は
自
宅
に
一
日
四
十
人
位
、
出
診
所
は
隔
日
午
後
阿
部
が
診
療
、
一

回
二
十
人
位
で
あ
っ
た
。
十
一
月
二
十
三
日
大
通
西
四
丁
目
六
番
地

に
移
転
、
二
十
五
日
関
場
医
院
と
改
称
し
た
。
改
称
と
あ
る
の
で
開

業
当
初
は
別
の
名
称
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
医
院
名
は
不
明
で

あ
る
。
十
二
月
守
谷
健
之
助
が
医
員
に
な
っ
た
。

明
治
二
十
七
年
一
月
二
十
九
日
か
ら
二
月
十
八
日
ま
で
上
京
し

た
。
一
月
に
宮
地
金
吾
が
医
員
と
し
て
勤
務
（
四
月
古
平
病
院
長
に
転

出
）
、
四
月
加
賀
屋
武
留
が
医
員
と
し
て
勤
務
（
八
月
福
山
病
院
へ
）
し
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た
。
な
お
一
月
看
護
婦
長
吉
村
良
子
と
あ
り
、
初
め
て
看
護
婦
の
名

が
出
て
く
る
。
七
月
一
日
北
海
病
院
と
改
称
、
自
著
「
我
二
十
年
」

に
院
勢
は
非
常
な
隆
盛
を
極
め
た
と
あ
る
。
こ
の
年
の
外
来
新
患
者

数
五
、
二
○
三
人
で
あ
っ
た
。

明
治
二
十
八
年
一
月
院
主
と
な
り
病
院
設
立
の
件
を
願
い
出
て
二

月
六
日
認
可
さ
れ
た
。
四
月
小
樽
診
療
所
を
設
け
、
尾
形
碧
を
主
任

と
し
た
。
同
月
三
沢
三
代
三
郎
が
医
員
と
な
っ
た
。
こ
の
年
の
外
来

新
患
者
数
は
七
、
○
三
四
人
で
あ
っ
た
。

明
治
二
十
九
年
三
月
三
沢
が
浦
河
村
医
と
な
り
、
代
わ
り
に
高
林

秀
貞
が
医
員
と
な
っ
た
（
六
月
下
旬
小
樽
へ
）
。
六
月
病
院
拡
張
の
一

環
と
し
て
病
室
七
室
（
六
十
名
収
容
）
が
新
築
落
成
し
、
官
民
四
○
○

人
が
集
ま
り
披
露
宴
を
挙
行
し
た
。

明
治
三
十
年
三
月
二
十
四
日
病
理
解
剖
を
行
っ
た
。
北
海
病
院
と

し
て
初
出
の
解
剖
記
事
で
あ
る
。
六
月
診
療
室
、
医
局
、
薬
局
、
手

術
室
、
病
室
の
新
築
を
行
っ
た
。
八
月
医
員
助
手
の
渡
辺
貞
佳
（
二

十
八
年
二
月
か
ら
勤
務
）
が
上
京
、
済
生
学
舎
に
入
っ
た
。

明
治
三
十
一
年
一
月
十
三
日
医
学
士
竹
中
成
憲
を
院
長
と
し
、
関

場
は
二
十
九
日
上
京
、
ド
イ
ツ
遊
学
の
途
に
つ
い
た
。
留
守
中
院
務

の
紛
争
で
四
月
二
十
八
日
竹
中
院
長
以
下
医
員
が
辞
職
、
五
月
三
日

医
局
は
秀
島
孝
副
院
長
と
外
科
助
手
の
大
久
保
武
志
だ
け
と
な
り
、

七
月
十
日
北
海
病
院
を
閉
じ
た
。
十
一
日
名
称
を
北
辰
病
院
と
し
、

院
長
竹
村
誕
次
郎
医
学
士
、
医
長
大
内
小
六
で
再
開
し
た
。
十
月
帰

国
。
十
一
月
組
織
を
改
め
、
自
ら
院
長
兼
外
科
主
任
と
な
り
、
竹
村

を
内
科
主
任
と
し
た
。
十
二
月
北
辰
病
院
と
し
て
初
め
て
病
理
解
剖

を
行
っ
た
。

明
治
三
十
二
年
一
月
竹
村
内
科
主
任
が
辞
職
、
内
科
主
任
も
兼
務

し
た
。
医
員
は
大
内
小
六
、
秀
島
孝
、
助
手
大
久
保
武
志
。
五
月
院

主
に
父
の
忠
武
を
迎
え
内
部
紛
争
が
全
く
な
く
な
っ
た
。
八
月
秀
島

を
検
梅
駆
梅
の
担
当
と
し
た
。
九
月
助
手
の
大
久
保
武
志
を
院
費
で

済
生
学
舎
に
入
れ
た
。
十
月
浦
河
の
渡
辺
貞
佳
を
医
員
と
し
、
大
内

が
幾
春
別
炭
山
医
員
に
な
っ
た
。
十
一
月
伊
達
紋
別
地
方
に
赤
痢
流

行
、
長
佐
古
鎌
太
郎
医
員
を
道
庁
検
疫
委
員
と
し
て
派
遣
し
た
。

明
治
三
十
三
年
二
月
宮
地
良
治
が
副
院
長
に
な
り
、
駆
梅
院
と
藤

野
出
診
所
の
管
理
者
と
な
っ
た
。
九
月
駆
梅
院
と
の
関
係
を
絶
っ
た

が
、
十
一
月
渡
辺
医
員
を
仮
駆
梅
院
長
と
し
、
宮
地
副
院
長
を
本
院

勤
務
と
し
た
。

以
上
、
北
海
道
の
医
界
の
重
鎮
で
あ
り
、
文
化
人
で
あ
っ
た
関
場

不
二
彦
に
つ
い
て
、
新
資
料
を
中
心
に
文
献
的
に
考
察
を
加
え
た
。
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今
後
も
資
料
の
発
掘
に
努
め
て
い
き
た
い
。

Ｄ
（
札
幌
市
吉
田
病
院
）

の
⑳
（
札
幌
市
）

の
（
弘
前
大
学
医
学
部
麻
酔
科
）

Ｐ
目
の
、
号
の
の
旨
の
名
称
は
、
○
牙
胃
言
の
艮
呂
国
。
盲
の
の
（
一
八

○
九
’
九
四
）
に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
た
、
と
い
う
の
が
定
説
と
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
命
名
の
由
来
や
そ
の
内
容
に
関
し
て
は
、

詳
ら
か
で
は
な
い
。

一
八
四
六
年
十
月
十
五
日
、
歯
科
医
師
言
目
．
⑦
巨
○
鼻
。
目
（
一

八
一
九
’
六
八
）
は
、
ボ
ス
ト
ン
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
総
合
病
院

（
Ｍ
Ｇ
Ｈ
）
に
お
い
て
、
硫
黄
エ
ー
テ
ル
を
用
い
て
全
身
麻
酔
に
成
功

し
た
。こ

の
新
法
の
開
発
は
、
ま
た
た
く
間
に
全
米
に
広
ま
り
、
欧
州
に

伝
播
し
た
。
十
二
月
十
日
は
や
く
も
ロ
ン
ド
ン
で
、
歯
科
医
師

盲
目
の
、
罰
○
巨
冒
の
○
胃
が
抜
歯
手
術
に
応
用
、
二
十
一
日
に
は
著
名
な

外
科
医
罰
号
①
鼻
冒
、
８
口
が
大
腿
部
の
切
除
手
術
に
用
い
た
。

必
し
ご
儲
の
号
閉
園
の
命
名

中
原

泉
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